











                        融 貼    中 和 慣
                        OC    計算  實測
 2 ヒドロオキシステアリン酸 ClsH3402(OH)2  132    177。40  177.28
 αサ チ ピ ン 酸    ClsH3202(OH)4 156  161.57 160.29
 βサ チ ビ ン 酸      〃    173   〃  159.80
 リ ヌ シ ン 酸   Cls[{3002(OH)6 203  147.55 144.30
 豊口蠕油中 リノール酸は從來の研究結果に反 し相當多量存在する事を確めナこり
      リノ レ三 ン酸 の臭素誘導鵬 に就 て
                        木 村 和 三 郎
   (工 業 化 學 雑 誌 1928,51,1073;
   京 都 大 學 紀 要 1929,5,179;Ckem. Umsch.,1929,56,125・)
 六臭化 ステア リン酸 より臭素を脱却 して得た る リノ レニ ン酸 に再び臭素を添 加す る
時は1.六 臭 化ステ アリ ン酸及油状 μ日臭化物 生す(Erdmann u. Bedf()rd, Ber.1909,
43,1328;1334;Z.Physiol. Chem.,1910,68,76,1911,74,180) 2。六臭 化ス テア リ
ン酸 及油状六臭化物生す(Rollet, Z. Physiol. Chem.,1909,62,410;1910,70,404;
川瀬惣次郎氏 等、 日本化學會誌,1921,42,181)3.殆 んさ全部六 良化 ステ アリン酸の
みを生す(加 藤二郎氏、農 藝化學雑 誌19241,679)等 の諸説あ り叉岩本義虎氏、(工
業化學雑 誌,1927,50,86C)は リノ レン酸の臭素化及脱 臭素 を反覆 す る時 は2分 子重
合物生す る事を認 めナこり
 著者 は六臭化 ステ アリン酸(融1貼1830C)を 亜鉛末及 メチルアル コール性盤酸 にて脱
臭素 して得 ナこるリノ レン酸 をエー テル中にて臭素化すれば六臭化 ステ アリン酸 及其 油
駄異性禮 の生成 を認 め文献 に見 る如 き臭素を 定量的に 吸牧 せざ る β リノ レン酸 幽臭
化物 の生成 を認め ざ りき、次 に油状 六臭化物の脱臭素及臭素 化を反覆 すれ ば結晶 性六
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臭化ステアリン酸の生成量は次第に減 じ叉油状臭化物の臭素含有量は次第に滅少す、
其主なる原因は脱臭素及臭素化によるリノレニン酸の沃素贋低下率及分子量の埆加率
より見て輩に重合物の生成のみによるものにあ らす して叉脱 臭素及臭素添加操作中起
るリノ レニン酸酸化物の生成にある事を推定せ り。
 づζ油賦六臭化物を眞室乾燥器中常温にて17日間滅歴 し或は炭酸瓦斯を通 じ或は通ぜ
す に700Cに18時 間加熱するも次第に赤黄色を帯び來 るに係 らす臭素含有量は殆さ愛
化な く分析に際 し油状臭化物を其工一テル溶液よりエーテルを騙除するに必要なる程
度の加熱慮理に封 して安定なる事を確めナこり
    油 脂 の 新 恒 数 ロ ダ ン 慣 及 其 慮 用(第1報)
     遊 離 ロ ダ ン溶 液 の 調 製 及 ロ ダ ン傾 の 測 定
                       木 村 和 三 郎
           (工 業化 學雑誌 1929,52,452)
 ロダ ン償は油脂1009の 滑費せる遊離ロダ ン量を相當する沃素量を以て表 しナこるも
のなり(H.Kaufmaun, Z. Unters. Lebensm.,1926,54,15)
 著者は無水醗酸ε加熱脱水せ る氷酷に20%の 四聴化炭素を加ヘナこるものを溶劃ε
して酪酸鉛及 ロダ ンアンモニウムより調製せるロダ ン鉛を臭素にて分解 し遊離ロダン
溶液を調製 し椿油、大豆油、亜麻仁油及鰯油等に就 きロダン償測定に及す試藥調製後
日数、ロダ ン過剰率及反慮時間の影響を検 しナこる結果調製後7日 以内の試藥を用ひロ
ダ ン過剰率50%嵐 上反鷹蒔間24-48時 間εする時實際上一定の結果を得 らる》事を
認めた り
 上記條件の下に我國に於ける圭なる油脂の ロダ ン慣及沃素慣を測定比較せり海産動
物油中相鮫肝油最大のロダン償(204.96)及 沃素儂(281.70)を 有すスクアレン含有
のナこめなるべ しIEI頭鯨目歯油は最小のロダ ン償(29.02)を 有 し沃素慣εの差(3.43)叉 最
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